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　浅草寺とは、東京都台東区浅草二丁目にある東京都内最古の寺であ

る。山号は金龍山。本尊は聖観音菩薩。元は天台宗に属していたが第二

次世界大戦後独立し、聖観音宗の総本山となった。観音菩薩を本尊とす

ることから「浅草観音」あるいは「浅草の観音様」と通称され、広く親し

まれている。東京都内では、唯一の坂東三十三箇所観音霊場の札所（13

番）である。江戸三十三箇所観音霊場の札所（１番）でもある。

　雷門から宝蔵門に至る表参道の両側にはみやげ物、菓子などを売る商

店が立ち並び、「仲見世」と呼ばれている。



板　橋　支　部　弘　報 平成27年１月15日第197号

−2−

板橋税務署長
林　　睦　博

　平成27年の年頭にあた
り、謹んで新年のお慶び
を申し上げます。
　東京税理士会板橋支部

の会員の皆様方には、新春を健やかにお迎え
のことと心からお慶び申し上げます。
　旧年中は、吉田支部長様をはじめ役員の皆
様並びに会員の皆様方には、税務行政に対し

まして一方ならぬご理解・ご協力を賜りまし
て、誠にありがとうございます。
　貴会におかれましては、大変活発な租税教
育活動、くらしと税金展における税の無料相
談、板橋区民まつりのご支援など、税理士の
本業がご多忙の傍ら、広範囲にわたりご尽力
をいただいております。
　これらの活動に対しまして、改めて感謝申
し上げる次第でございます。
　さて、年も改まり、いよいよ確定申告の時

支部長
吉　田　伸　江

　平成27年の年頭にあた
り、謹んで新春のお慶び
を申し上げます。会員の
皆様には輝かしい新年を

お迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、支部事業に対し格別のご支援と
ご協力を賜り、誠に有り難く、あらためまし
て厚く御礼申し上げます。
　さて昨年11月に役員選挙が公示され、当
支部においても無投票で新執行部予定者が確
定いたしました。本年６月には、新執行部が
誕生し、あらたな力が結集することとなりま
す。
　新執行部に対しまして、倍旧のご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申しあげます。
　さて、本年４月よりいよいよ改正税理士法
が施行されます。租税教育への取組みが税理
士会の事業として法定化され、補助税理士制
度の見直し、税理士証票の定期的交換、懲戒
処分の適正化など、先行施行された2項目以外
の10項目について始動します。
　税理士制度がさらに納税者から信頼され、

一層発展するための改正と位置づけて、本会
と緊密に連携しながら、その定着に向けて邁
進しなければならないと考えております。
　また本年は相続税法改正の年でもありま
す。「相続税無料相談会」第３回が、２月
22日（日）に王子駅前の北とぴあで開催さ
れます。国民一般へ『相続税の相談は税理士
へ！』と発信する本会施策事業ですので相談
員の確保や会場運営等、我が支部も全面協力
いたします。会員皆様方のご支援をよろしく
お願いいたします。
　消費税増税（10％）は昨年見送られまし
た。「『税と社会保障の一体化』により財政
を再建して次世代に借金を残さないための第
１歩」という本筋は霧消し、「軽減税率」が
独り歩きを始めました。
　我々は、税の専門家として中小零細企業に
シワ寄せがこないよう、納税者も納得できる
ように、税務の現場の声をきちんと届け続け
なければならないと考えます。
　結びになりますが、本年一年が会員皆様に
とって幸多き年となりますよう、心から祈念
いたしまして年頭のご挨拶とさせていただき
ます。

新年のごあいさつ
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期となります。
　今年も税理士会板橋支部の皆様方には区内
３箇所の会場において、９日間にわたり、
「無料申告相談」を実施していただきます。
　確定申告だよりや区報を通じて区民の皆様
に広く周知してまいりますので、対応方よろ
しくお願い申し上げます。
　また、今年の署内の申告書作成会場は、２
月９日から開始します。
　板橋税務署では、毎年約10万件の申告書が
提出され、およそ３万人の納税者が来署いた
します。東京都内48署中で最も来署者数が多
い署であり、ピーク時には大変な混雑が予想
されます。
　このことからも、e-Taxをはじめとする自宅

からのICT申告（国税庁ホームページなどの
利用）及び税理士の皆様の代理送信をより一
層推進し、来署者を縮減することにより、確
定申告事務を集中かつ効率化させ、還付申告
書の早期処理に努めます。
　e-Taxの利用促進を図っていくためには、税
理士の皆様方のお力に負うところが大きく、
その役割は極めて重要であると考えておりま
す。
　皆様方のご支援・ご協力を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。
　結びになりますが、新しい年が東京税理士
会板橋支部の皆様にとりまして、幸多き年と
なりますことを祈念いたしまして、年頭のあ
いさつとさせていただきます。

板橋都税事務所長
貝　瀬　由　明

　新年明けましておめで
とうございます。
　東京税理士会板橋支部
会員の皆様方には、日頃

より、適正な申告納税制度の啓発、租税教育
の実施、eLTAXの普及促進などの取組を通じ
て、東京都の税務行政に深い理解とご協力を
賜り、心より感謝申し上げます。
　特に、租税教室では、都内でも有数の活動
実績を収められており、私も何度か足を運ば
せていただきましたが、熱心に準備にあたる
姿や工夫を凝らした授業に大変、感銘を受け
ました。昨年からは、税理士会の講師の皆様
と私ども都税事務所の職員が一つの授業を連
携して進める企画内容とし、準備段階から綿
密に授業の進め方を検討するなど、税のエキ
スパートともいえる皆様方とご一緒する貴重
な機会をいただき大変感謝しております。こ
のような取組がより一層充実できることを期
待しております。
　さて、新たな年を迎え、都政には、５年後
のオリンピック・パラリンピックの開催を見
据え、首都東京の防災力強化、少子高齢化へ

の対応、医療・福祉の充実、産業振興など、
「世界一の都市、東京」の実現に向け、様々
な課題に果敢に取り組むことが求められてお
ります。こうした取組を支えていくために
も、強固な財政基盤を維持していくことが重
要であり、これらを担う税務行政の責務は、
益々、大きいものとなっております。
　板橋都税事務所は、本年も職員一丸となっ
て、施策の実現に必要な財源の確保に取り
組むとともに、税務事務の精度向上や納税者
サービスの更なる改善に向け、適正、公平か
つ効率的な税務行政の推進に努めてまいりま
す。
　皆様方には、税務行政の良き理解者として
引き続きご協力とご支援を賜りますよう、お
願い申し上げます。
　結びに、東京税理士会板橋支部の益々のご
発展と、会員皆様のご健勝、ご事業の繁栄を
心より祈念いたしまして、新年の挨拶とさせ
ていただきます。
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板橋区長
坂　本　　　健

　平成27年の新しい年を
迎え、東京税理士会板橋
支部の皆様に新年のお喜
びを申し上げます。

　貴支部会員の皆様には、「確定申告無料相
談会」をはじめとする各種税務相談事業のほ
か、税に関する正しい知識を深めるための租
税教育事業など、幅広い活動を通して地域社
会の発展にご貢献いただきまして、心から厚
く御礼申し上げます。
　さて、昨今の経済状況は、消費税率引上げ
に伴う駆け込み需要の反動による影響が残る
ものの、雇用や所得環境の改善が緩やかに進
んでいると言われております。政府は雇用、
賃金、そして消費などに関して、日本経済を
本格的な成長軌道に乗せるために取り組んで
いるところです。
　このような状況のなか、板橋区では「おも
てなしの心」に基づく区民本位のサービスの
大幅な向上を図るため、竣工後約50年を経過
した南館の改築を行いました。
　まず、防災拠点としての機能強化のため
「免震構造」「72時間以上対応の非常用発
電設備」「防災対策支援システム」などを採
用し、安心・安全の向上につなげてまいりま
す。

　また、窓口サービスの向上のため、１階窓
口カウンターを拡張するとともに、最新鋭の
窓口案内システムを導入し、転入時の手続き
のワンストップ化や待ち時間の短縮化などに
より、快適で安心な窓口サービスを提供いた
します。
　さらに、情報発信と区民交流の場となる
「ギャラリーモール」を設置し、区の魅力を
内外に戦略的に発信してまいります。板橋ブ
ランドを強化し、「東京で一番住みたくなる
まち」の実現に向け、本年も全力で取り組ん
でまいりますので、区政への変わらぬお力添
えをよろしくお願い申し上げます。
　貴支部会員の皆様には、今後とも区民のよ
き相談役としてご活躍を期待しますと共に、
東京税理士会板橋支部の更なるご発展と会員
の皆様のご多幸と事業の更なるご繁栄を祈念
いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

　平成26年11月14日に「板橋区立文化会館」に

て納税表彰式が行われ、各種関係団体の皆様

が出席され当支部からも役員が多数出席いたし

ました。

　板橋酒類協和会会長の吉田隆様が東京国税

局長表彰受賞をされましたので、ご報告いたしま

す。

平成 2 6 年度納税表彰式
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年男  年女
〜トピックス〜
−1931年（昭和６年）−

・エンパイア・ステート・ビルディング完成
・柳条湖事件（満州事変勃発）
・明石市で化石人骨を発見（明石原人）
・�大阪城天守閣再建（鉄骨鉄筋コンクリート造建
物）

−1943年（昭和18年）−
・学徒出陣壮行会挙行（明治神宮外苑競技場）
・カイロ会談
・山本五十六大将戦死
・�アメリカで1929年以来の世界恐慌の終結が正
式に宣言

−1955年（昭和30年）−
・トヨタ自動車「クラウン」発表
・�東京国際空港（羽田空港）の先代ターミナルビ
ルが開館
・広辞苑初版発行
・現行の一円硬貨発行

−1967年（昭和42年）−
・森永製菓が「チョコボール」を発売
・モントリオール万博が開幕
・第三次中東戦争
・�今井通子らが女性で初めてマッターホルン北壁
の登頂に成功
・「オールナイトニッポン」が放送開始

−1979年（昭和54年）−
・初の共通一次試験実施
・イラン革命
・スリーマイル島原子力発電所で放射能漏れ事故
・ＮＥＣがパソコン「ＰＣ-8001」発表
・「ズームイン！！朝！」放送開始。

　去る平成26年11月７日に、板橋都税事務所５

階会議室において税務功労者感謝状贈呈式が

開催されました。当支部から悴田昇会員が「税

理士会の組織活動を通じた都の税務行政への

協力による功績」により表彰を受けました。

平成 2 6 年度税務功労者感謝状贈呈式
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古　川　博　貴
１．社会科の先生
２．�数学Ⅱ、数学Bを極める
３．�中庸が一番
４．黒田バズーカⅡ

５．リーガルハイ
６．航海士
７．音楽鑑賞

髙　木　早　苗
１．物理学研究員
２．�先づ健康　少しでも支部に
役立つ事を

３．努力
４．余りにも災害のニュースが多すぎる
５．会員諸兄姉の健康に過ごしている様子
６．軍人
７．戸外スポーツ

松　岡　靖　浩
１．金融業
２．�健康第一
３．努力
４．円安

５．おいしいものを食べる
６．警察官になる
７．へらぶな釣り

質　問

多　田　四　郎
１．物作り職人
２．健康で四国八十八ヶ所巡り
３．�同行二人
４．マイナンバー制度

５．妻のジョーク
６．マドロスさん
７．絵画、ゴルフ

１．�税理士になっていなかったら、何の職業についていましたか？
２．新年の抱負をどうぞ
３．座右の銘又は好きな言葉は何ですか？
４．�最近のニュースなどで特に関心のあったことは何ですか？
５．あなたを笑顔にするものは何ですか？
６．子どもの頃の夢は何ですか？
７．趣味は何ですか？
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蜂　谷　祐　一　郎
１．映画監督
２．�より多くの人の力になりたい
３．�やらない後悔よりやった後
悔

４．錦織圭の躍進
５．息子の行動
６．宇宙飛行士
７．サッカー観戦

山　田　隆　広
１．不動産屋
２．�フルマラソン４時間切り
３．�「前へ！」（明大ラグビー部
故北島監督の言葉です）

４．隣の喫茶店が潰れた
５．子供の笑顔
６．遊んで暮らす
７．トライアスロン

半　田　和　夫
１．自動車の整備工
２．�健康第一
３．�誠心誠意
４．無差別殺人

５．特になし
６．�忘れました
７．�住居の近くに植木で有名な安行があるのでそ
のあたりの散歩

佐　々　木　真　実
１．会社員
２．�何事にも一所懸命取り組み
たい

３．�千里の道も一歩から
４．サンゴの密漁
５．美味しい食事
６．�宇宙飛行士
７．�読書、映画鑑賞（近年はDVD）
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ジャンケン大会。

パパよりママが好き。

会員の皆様、今年も
ありがとうございました。

メリークリスマス♪

楽しい時間です。

宴会はじまりです。

ダメよ〜ダメダメ。

仲良しです。

乾杯のごあいさつ

板橋支部 忘年会フォト集
平成26年12月９日　於：東武バンケットホール
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板 橋 支 部 に 感 謝
仙台中支部　総務部副部長　岡本　利之　

　11月６日の連絡協議会では、吉田伸江支部
長をはじめ板橋支部の先生方には開催準備か
ら懇親会の手配までご尽力頂き深くお礼申し
上げます。
　今回の訪問は、一昨年以来となりました。
税理士業界における、税理士法の改正・会則
等の変更によるこれからの支部対応について
意見交換をしました。その中で両支部とも研
修36時間の達成率が現在も低いことは課題で
あり、今後の対応が更に重要であると感じて
います。また東京税理士会では、従来から証
票点検を実施し、会員と会う機会をつくって

いることは初耳で驚きました。その他にも板
橋支部の先生方から教わることが多く、これ
は今後の支部活動に役立てて行けると思って
います。
　また懇親会では、池袋の夜景を見ながら普
段お会い出来ない先生方と交流を深めること
ができ貴重な時間を過ごせました。
　来年の連絡協議会は仙台で開催となりま
す。板橋支部の先生方にまたお会いできるこ
とを楽しみにしています。ありがとうござい
ました。

■税を考える週間
−平成26年11月11日から17日−
　期間中は多彩な行事が開催され、板橋都税
事務所前の広場に設けられた「税の無料相談
所」に担当者として2日間で8名の板橋支部会
員を派遣し、区民の相談を受けました。
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丸山　哲生
　平成26年11月20日午
後５時より、冷たい雨
の中、東京プラザボウ
ルにて班別対抗のボウ
リング大会が行われま
した。班別対抗という
ことで、私たち４班は
準優勝しました。
　日ごろ班員のみなさ
んと触れ合う機会が
あまりありませんが、
ボウリングを通じて和
気藹々と楽しい時間を
過ごすことができまし
た。

山口　由美

　去る10月31日、自称美女揃いの９名が集まっ
て、板橋小町の会が開催されました。
　それぞれの近況や、今後の展望など仕事の
ことや、フィットネス・海外旅行に行きたい
～などプライベートに至るまで話は尽きず、
楽しい時間はあっという間でした。
　また、青年部や小町の会など、板橋支部が
発信して他支部に影響を与えていること、小
町の会の発足当初の話など伺って、諸先輩方
の努力とバイタリティが今の板橋支部の団結
力と行動力を育ててきたのだと、改めて嬉し
く思うと同時に、私たちも頑張らなければ…
と気持ちを新たにしました。

　久しく参加されていない方や初めて…とい
う先生方も来年は是非参加して頂き、親睦を
深めることができたら嬉しいです。

−新・転入会員紹介−（敬称略）

平成26年12月15日現在

（１）転入会員
氏　　名　岩元　征広
　　　　　（H26.12. ５転入）
登録番号　第123593号
事�務�所　本町38−６
　　　　　サンパレス本町101号
電　　話　6905−7575

（２）新入法人会員
法人名称　税理士法人島野会計
　　　　　（H26.12.10入会）
法人番号　第3263号
事�務�所　大山西町９−２
電　　話　3973−5318

◇お世話になりました◇
青木　泰明　業務廃止
大塚　恵里　神田支部へ
高橋啓一郎　業務廃止

◇事務所移転しました◇
木村　　茂　向原３−７−１−413
山本　菊子　板橋２−63−９−701
矢上　隆司　弥生町13−１
　　　　　　コアハイム中板橋101号　
　　　　　　矢上隆司税理士事務所

板橋支部会員数
　（平成26年12月15日現在）
　支部会員数　　　413名（男344名　女69名）
　支部法人会員数　16事務所

板橋小町の会

会　員　掲　示　板

は　じ　め　ま　し　て

支部班別対抗ボウリング大会

訃報

　当支部会員大石忠男氏は、去る平成26年
11月25日ご逝去されました。

ここに、謹んで哀悼の意を表します。
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